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　材料の丸太は、上部からの流木を、松末小
学校側に流れないようせき止めた杉です。災
害後も立っていましたが、防いだ流木を片づ
けるために切られてしまいました。
　この木には、地域を守る強い力が宿ってい
ます。みなさんの手によって工作し、大切なも
の、愛されるものとして生まれ変わらせましょ
う。
　豪雨に負けずに立ち続けた松末の杉と、み
なさんの思い出のつまった校庭の石をつかっ
て、松末にしかない時計を作ります。この時計
は、みなさんのそばで新しい時を刻みながら、
いつも応援してくれることでしょう。

松末小学校の近くにある森の木と
校庭の石で時計をつくります。

「松末の杉の森」

九州大学では、学生を中心に「災
害流木再生プロジェクト」に取り組
んでいます。木の看板や家具、グラ
イダー、しおり、彫刻を制作してい
ます。

「松末小学校の校庭と石」


